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対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時30分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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広報かわちながの 2019 年（令和元年）12 月号

年
末
年
始
の

業
務
案
内

市
役
所
本
庁
の
年
末
年
始
の
業
務
日
は
、

年
末
が
27
日
㈮
ま
で
、

年
始
は
6
日
㈪
か
ら
で
す
。

ご
み
・
し
尿
、
水
道
な
ど
の
業
務
や

各
施
設
の
年
末
年
始
開
館
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

休
業
期
間
中
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、各
施
設
の
休
館
情
報
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

業務内容 年末 年始

ご
み
収
集（
環
境
衛
生
課
）
※
平
常
時
間
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
え
る
ご
み

月・木収集 30 日㈪まで 6 日㈪から

火・金収集 31日㈫まで ７日㈫から

水・土収集 28 日㈯まで ４日㈯から

◉もえないごみ・粗大ごみ
◉資源ごみ（ペットボ
トル、プラスチック製
容器包装、カン・ビン・
小型金属類、古紙・古布）

第１水曜日（１月 1 日）の収集
は12月28日㈯、第１木曜日（１
月２日）の収集は12月30日㈪、
第１金曜日（１月３日）の収集
は 12 月 31 日㈫に振り替えま
す。※上記収集日以外の年末は
通常どおり収集します。

引っ越しなどに伴う
臨時ごみ（有料）

28 日㈯まで ４日㈯から
※申し込みは希望日の４日前
（土・日・祝日・年末年始を
除く）までに環境衛生課へ。

水曜日
収集地区 25 日㈬まで ８日㈬から

木曜日
収集地区 26 日㈭まで ９日㈭から

金曜日
収集地区 27 日㈮まで 10 日㈮から

南河内環境事業組合
第２清掃工場への直
接持ち込み（有料）

27 日㈮まで ６日㈪から
※排出地を証明するもの（身分証明

書など）と印鑑を持って午前９時
30 分から午後４時 30 分までに。

衛生処理場・資源選
別作業所への陶磁
器製・ガラス製食器
の持ち込み

27 日㈮まで ６日㈪から
※衛生処理場は午前 10 時～正

午、資源選別作業所は午後１
時～３時まで。

年末年始の各業務の取り扱い

施設名 年末 年始

・市役所本庁
・保健センター
・消費生活センター
・障がい者福祉センターあかみね

27日㈮まで ６日㈪から

・市民交流センター　キックス
・図書館
・公民館
・ふるさと歴史学習館
・滝畑ふるさと文化財の森センター
・市民総合体育館
・岩湧の森 四季彩館
・林業総合センター 木

きん

根
こん

館
かん

・みのでホール
・市民公益活動支援センター るーぷらざ
・三日市市民ホール
・ノバティホール
・子ども・子育て総合センター あいっく
・子育て支援センターちよだだい
・保育所
・東部・中部・西部
　地域包括支援センター

28日㈯
まで

４日㈯
から

施設名 年末 年始

・あやたホール
・くすのかホール
・福祉センター錦渓苑

27日㈮まで ５日㈰から

・市立テニスコート
・市立グラウンド
・寺ケ池公園野球場
・武道館
・下里人工芝球技場

無休（施設利用の窓口申請
は年末は28日㈯まで、年始

は４日㈯から）。

・健康支援センター
　ウェルネスフォレスト三日市 28日㈯まで ５日㈰から

・ラブリーホール 29日㈰まで ４日㈯から

・道の駅 奥河内くろまろの郷 30日㈪まで 下記のとおり

　・ビジターセンター＝１日㈷～３日㈮は午前10 時～午後３時
　・パン工房＝４日㈯から（６日㈪～10 日㈮は休み）
　・レストラン＝１日㈷から（６日㈪～10 日㈮は休み）
　・あすかてくるで＝７日㈫から

・市営斎場 31日㈫まで ３日㈮から

各施設の年末年始開館日

ふれあい
収集

業務内容 年末 年始

死亡したペットの収集
環境衛生課（有料）

28 日㈯午前中
まで

４日㈯から
※４日は午前

中まで。

死亡したペットの持ち込み
市営斎場（有料） 30日㈪まで ３日㈮から

し
尿
く
み
取
り（
環
境
衛
生
課
）

定期のくみ取り
27日㈮まで ６日㈪から

※１月１日〜３日の収集地域は
　年末に実施。

臨時のくみ取り 27 日㈮まで ６日㈪から

※申し込みは希望日の午前 10 時までに環境衛生課へ。
※簡易水洗式トイレの水の出しすぎ、水漏れにご注意を。
※浄化槽の故障などは設置業者、管理業者に依頼を。

水
道
（
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
）

修繕業務
無休。ただし、なるべく27 日㈮
正午までに連絡を。道路上など
での漏水は早急に水道料金セン
ター（☎ 53-6621）へ。

引っ越しなどにとも
なう開閉栓の届け出 27 日㈮まで ６日㈪から
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母
子
と
そ
の
家
族
の
健
や
か
な

育
児
の
た
め
、
医
療
機
関
で
さ
ま

ざ
ま
な
産
後
の
支
援
を
受
け
る
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
出
産
後
の
心

理
的
な
安
定
や
身
体
の
回
復
を
支

援
し
ま
し
た
。

　
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

認
知
症
支
援
専
門
職
員
を
配
置
し
、

地
域
の
認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
支

援
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
健
康
意
識
を
高
め
、
主

体
的
な
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

た
め
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
、健

康
運
動
指
導
士
の
派
遣
、
同
推
進

員
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操

な
ど
の
活
動
を
充
実
し
ま
し
た
。

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
ま
ち
、

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
向
け
て
、
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
、

ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト
の

３
つ
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
政
策
企
画
課

南花台集いの場所研究会での公園調査の様子

平
成
30
年
度

主
要
事
業

　
南
花
台
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ

事
業
の
取
り
組
み
拡
大
を
図
る
た

め
、
同
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か

し
た
大
学
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、周

辺
地
域
と
の
連
携
を
促
進
す
る
な

ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
を

推
進
し
ま
し
た
。

　
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お

い
て
、
モ
デ
ル
と
な
る
活
動
を
す

る
団
体
の
立
ち
上
げ
・
運
営
を
支

援
し
、
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り

を
充
実
し
ま
し
た
。

平成30年度主要事業と決算報告特集

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
策
の
推
進

（
３
０
０
万
円
）

地
域
で
の
健
康
づ
く
り

事
業
の
推
進

（
27
万
２
千
円
）

災
害
時

備
蓄
物
資
の
充
実

（
６
１
６
万
３
千
円
）

生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
の
充
実

（
56
万
７
千
円
）

認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
事
業

（
３
３
０
万
円
）

　
が
ん
患
者
の
治
療
と
就
労
の
両

立
、療
養
生
活
の
質
が
よ
り
よ
い
も

の
に
な
る
よ
う
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ

グ（
か
つ
ら
）の
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
公
共
交
通
の
利
用
促

進
を
図
り
、
外
出
機
会
の
創
出
や
、

健
康
増
進
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
目
的
で
、75
歳
以
上
の
高
齢
者

の
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
利
用
で
き
る
助

成
券
を
社
会
実
験
と
し
て
配
布
し

ま
し
た
。

　
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
推
進
す
る
地
域
を
対
象
に
、
自

主
的
な
健
康
増
進
へ
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
、
公
園
内
に
健

康
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
大
阪
府
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
土

砂
災
害
警
戒
区
域
が
増
加
し
た
こ

と
を
受
け
、
土
砂
災
害
が
発
生
し

医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費
の
助
成

（
13
万
６
千
円
）

高
齢
者
の

公
共
交
通
利
用
促
進

（
１
０
６
０
万
円
）

た
場
合
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、

最
新
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
被
害

予
測
地
図
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
大
雨
が
発
生
し
た
場
合
、
下
水

道
な
ど
で
雨
水
を
排
水
し
き
れ
ず

に
浸
水
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
区

域
を
想
定
し
た
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
、
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
追
加
し
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、非
常
食
な

ど
の
備
蓄
物
資
を
整
備
し
、古
く
な

っ
た
備
蓄
物
資
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
な
ど
に
対
す
る
警
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
処

理
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
国
の

シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
と
も
な
い
、新

型
受
信
機
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
方
法
で

は
妊
娠
が
困
難
な
夫
婦
を
対
象
に

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

特
定
不
妊
治
療
費
の
う
ち
、
府
の

支
援
事
業
に
よ
る
助
成
金
を
上
回

っ
た
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
し
た
。

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

整
備

（
１
４
８
５
万
２
千
円
）

　
妊
娠
し
て
も
流
産
な
ど
を
繰
り

返
す
不
育
症
の
治
療
を
受
け
た
夫

婦
を
対
象
に
、
経
済
的
な
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
治
療
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
快
適
な
学
習
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
市
立
中
学

校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
整

備
し
ま
し
た
。

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成

（
１
５
９
万
５
千
円
）

都
市
公
園
の
整
備

（
１
８
６
万
４
千
円
）

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

整
備

（
３
４
６
万
８
千
円
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

新
型
受
信
機
の
更
新

（
３
８
８
万
８
千
円
）

産
後
ケ
ア
事
業

（
２
万
７
千
円
）

不
育
症
治
療
費
の
助
成

（
１
万
４
千
円
）

中
学
校
へ
の

空
調
設
備
の
整
備

（
３
億
１
４
０
７
万
１
千
円
）

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
」



67 広報かわちながの 2019年（令和元年）12月号 市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

平成30年度主要事業と決算報告特集

観
光
で
訪
れ
る
ま
ち

「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

効
率
的
で
便
利
な
ま
ち

「
ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト
」

窓
口
の
総
合
化
と

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進

（
９
６
９
万
８
千
円
）

モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
充
実

（
７
６
３
万
３
千
円
）

　
観
光
客
へ
響
く
観
光
魅
力
発
信

の
強
化
を
図
る
た
め
、
観
光
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
の
情
報
発
信
の
強

化
や
、
情
報
誌
の
作
成
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
観
光
客
の
玄
関
口
で
あ
る
「
河

内
長
野
駅
前
観
光
案
内
所
」
を
観

光
ハ
ブ
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
、

観
光
案
内
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な

ど
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
新

観
光
案
内
所
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
歴
史
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
観

光
の
推
進
を
図
る
た
め
、
大
阪
府

が
実
施
す
る
大
阪
ス
ト
ー
リ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
活
用
し
、「
楠

観
光
案
内
所
の

観
光
ハ
ブ
拠
点
化

（
１
４
１
万
１
千
円
）

日
野
加
賀
田
線
の
整
備

（
１
億
３
４
５
万
２
千
円
）

観
光
魅
力
の
発
信

（
６
１
６
万
１
千
円
）

　
市
民
の
重
要
な
移
動
手
段
で
あ

る
公
共
交
通
の
確
保
の
た
め
、
老

朽
化
し
た
モ
ッ
ク
ル
バ
ス
の
車
両

を
更
新
す
る
と
と
も
に
、一
部
ル
ー

ト
の
見
直
し
や
ダ
イ
ヤ
の
改
善
な

ど
、
運
行
内
容
を
充
実
し
ま
し
た
。

　
道
路
交
通
の
安
全
性
と
利
便
性

を
向
上
す
る
た
め
、
開
発
団
地
な

ど
か
ら
、「
道
の
駅　
奥
河
内
く
ろ

ま
ろ
の
郷
」
や
大
阪
外
環
状
線
に

繋
が
る
道
路
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
市
役

所
の
事
務
の
効
率
化
の
た
め
、
窓

口
の
総
合
化
と
、
窓
口
業
務
に
内

部
事
務
業
務
を
加
え
た
一
体
的
な

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
導
入
に
向

け
た
準
備
業
務
を
進
め
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
料
や
税
な
ど
の

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
手
続
き
の

簡
便
化
の
た
め
、
市
役
所
の
窓
口

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
用
い
て

ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替

受
付
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

（
３
３
７
万
７
千
円
）

口
座
振
替
の
受
付
を
行
う
新
た
な

仕
組
み
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
管
理
シ
ス
テ
ム
と
サ
イ
ト
デ
ザ

イ
ン
を
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
最
新

の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
準
拠
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
閲
覧
へ
の
対
応
、

外
国
語
へ
の
自
動
翻
訳
や
画
像
デ

ー
タ
送
信
フ
ォ
ー
ム
の
機
能
を
充

実
し
、
利
便
性
の
向
上
や
効
果
的

な
魅
力
発
信
を
図
り
ま
し
た
。

歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た

観
光
事
業
の
推
進

（
94
万
８
千
円
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新

（
９
２
５
万
５
千
円
）

木
正
成
公
」
史
跡
で
の
案
内
看
板

の
整
備
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
農
産
物
な
ど
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
市
外
か

ら
の
誘
客
を
図
る
た
め
、
河
内
長

野
産
の
農
作
物
な
ど
を
使
用
し
て

い
る
市
内
飲
食
店
を
め
ぐ
る
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
元
産
品
を
活
用
し
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

（
２
２
５
万
５
千
円
）
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衛生費（8.8％）
29億5144万9千円

民生費（47.4％）
159億6855万3千円

総務費（10.4％）
35億763万3千円
　

土木費（7.4％）
24億8823万5千円

教育費（9.3％）
31億4399万8千円

消防費（3.7％）
12億5594万3千円
　　　　

公債費（9.1％）
30億5882万1千円

農林業費（1.1％）
3億8712万9千円
　　　   

議会費（0.9％）
2億9582万3千円
　　　　
商工費（0.7％）
2億4560万8千円
　　       
労働費（0.0％）
1718万9千円
　　　

（目的別）

災害復旧費（1.2％）
4億373万7千円
　　　　

❶市税
121億1552万3千円
（35.8％）

❻繰越金 
1億1946万1千円
（0.4％）

❼諸収入など 
9億819万2千円
（2.7％）

❷使用料及び手数料
6億1476万6千円
（1.8％）

❺繰入金 
1億3502万7千円
（0.4％）

❸地方交付税
62億2252万円
　          （18.4％）

❸国庫支出金
57億9981万3千円
（17.1％）

❹市債
24億3040万円（7.2％）

❸府支出金
28億1669万3千円
（8.3％）

❸その他 23億2768万5千円
（6.8％）

自主
財源

依存
財源

（42.2％）（57.8％）

❷分担金及び負担金
3億7296万4千円
（1.1％）

義務的
   経費

その他
経費

（57.3％）

（37.6％）

投資的経費
（5.1％）

①人件費
60億9985万3千円
（18.1％）

②扶助費
101億4628万円
（30.1％）

⑥公債費
30億5882万1千円（9.1％）

⑦普通建設事業費 13億3068万8千円
（3.9％）

⑦災害復旧事業費
4億373万7千円
（1.2％）

③物件費
48億2029万9千円
（14.3％）

④補助費等
31億180万4千円（9.2％）

⑤繰出金
41億6518万8千円
（12.3％）

③維持補修費 1億3970万6千円（0.4％）
⑧積立金
3億9324万3千円（1.2％）

④貸付金 
6449万9千円（0.2％）

（性質別）

　
平
成
30
年
度
の
決
算
が
市
議
会
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た

実
質
的
な
収
支
は
22
万
６
千
円
で
、

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
的
な
支
出
が
経
常
的
に
入
る

お
金
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
か
を

表
す
指
標
を
「
経
常
収
支
比
率
」
と
い
い
、

前
年
度
か
ら
０・９
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、

99
・
9
％
と
な
り
ま
し
た
。

府
内
都
市
平
均
96
・
5
％
を
３・４
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
て
お
り
、依
然
と
し
て
高
い
水
準
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
税
金
な
ど
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
平
成
30
年
度

一
般
会
計
の
財
政
状
況
を
月
収
30
万
円
の

家
庭
の
家
計
簿
に
例
え
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
財
政
課

支　　出

①食費 54,000 円
②医療費・教育費 89,900 円
③光熱水費・日用品・修理 43,900 円
④自治会などの会費 28,100 円
⑤子どもへの仕送り 36,900 円
⑥ローンの返済 27,100 円
⑦家の増改築 15,400 円
⑧貯金 3,500 円

298,800 円

①人件費
　職員の給料や議員報酬
②扶助費
　生活保護費や児童手当
　など福祉に使うお金
③物件費など
　物品・原材料購入費や
　修理代など
④補助費など
　各種団体に交付する
　補助金や貸付金
⑤繰出金
　特別会計に対して
　支払うお金
⑥公債費
　市債の元金や
　利子の支払金など
⑦普通建設事業費など
　道路や学校などの
　建設や改修など
⑧積立金
　貯金に積み立てるお金

貯金残高 1,139,100円
ローン残高 6,397,600円

収　　入

❶給与収入 107,300 円
❷パート収入 8,800 円
❸親族からの援助 152,100 円
❹金融機関からの借入 21,500 円
❺貯金の取り崩し 1,200 円
❻前月からの繰越金 1,100 円
❼雑収入 8,000 円

ー ー

300,000 円

市税❶
市民税や固定資産税など　  
使用料、手数料など❷

施設使用料や　
住民票交付手数料など　

国庫・府支出金など❸
国や府から給付される　

お金など　
市債❹

金融機関などから　
借り入れたお金　

繰入金❺
貯金を取り崩したお金など　

繰越金❻
前年度から繰り越されたお金　

諸収入など❼
財産の売り払いや寄附金など　

－　 ＝1,200円

※家計簿内の番号は円グラフの番号と対比しており、
同じ比率で家計簿の数値を算出しています。

※貯金残高、ローン残高については、
年収360万円とした場合

平
成
30
年
度
の

決
算
報
告

余った
お金

Ａ

Ａ Ｂ

B

(単位:千円)
種　類 金　額 主な使い道
基金 10,714,573

財政調整基金 2,405,847 財源不足への対応
普通建設事業基金 1,216,674 一般建設事業

減債基金 407,081 借金の返済
その他特定目的基金 6,508,408 公共施設維持改修基金など
水道事業基金 176,563 用地取得・施設整備など

市債 60,178,285
臨時財政対策債等 19,484,378 財源不足への対応など
通常の建設地方債 11,885,629 公共事業等債など

水道事業債 4,594,526 建設改良事業費
下水道事業債 24,213,752 建設改良事業費など

※市民 1 人当たりの基金の額は 101,678 円、市債の額は
571,076 円です（平成 31年 3 月 31日現在の人口：105,377)。

●基金・市債の状況（平成30 年度末）

歳入　338億6,304万4千円 歳出　337億2,411万8千円

公共施設の老朽化などに
備え基金(貯金)の積立も

行っています

月収が30万円の
家計簿に例えると…

平成30年度主要事業と決算報告特集
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●表４基金・市債の状況 ( 単位 : 千円 )
種   類 金   額 主な使い道
基金 11,139,286

財政調整基金 2,405,847 財源不足への対応
普通建設事業基金 1,216,674 一般建設事業

減債基金 407,081 借金の返済
その他特定目的基金 6,933,121 公共施設維持改修基金など

水道事業基金 176,563 用地取得・施設整備など
市債 57,768,284

臨時財政対策債等 18,663,256 財源不足への対応など
通常の建設地方債 11,310,480 公共事業等債など

水道事業債 4,454,543 建設改良事業費
下水道事業債 23,340,005 建設改良事業費など

※令和元年 9 月 30 日現在の人口は 104,865 人、世帯数は 47,476 世帯です。

●表２ 特別会計の執行状況 （単位：千円、％）

会 計 名
歳　　入 歳　　出

予算現額 収入済額（執行率） 予算現額 支出済額（執行率）
特別会計 26,382,605 10,167,456（38.5） 26,382,605 9,295,996（35.2）

国民健康保険事業 13,236,301 4,526,175（34.2） 13,236,301 4,306,079（32.5）
土地取得 119,686 34,748（29.0） 119,686 32,503（27.2）

部落有財産 7,989 7,500（93.9） 7,989 7,500（93.9）
介護保険 10,933,162 4,768,867（43.6） 10,933,162 4,200,783（38.4）

後期高齢者医療 2,085,467 830,166（39.8） 2,085,467 749,131（35.9）

●表３公営企業会計の執行状況 （単位：千円、％）

会 計 名
収　　入 支　　出

予算現額 収入済額（執行率） 予算現額 支出済額（執行率）
水道事業会計
収益的収支 2,547,399 1,201,028（47.1） 2,489,551 1,087,688（43.7）
資本的収支 334,973 ー（  0.0） 829,574 277,456（33.4）

下水道事業会計
収益的収支 3,238,009 1,225,502（37.8） 3,059,749 1,423,043（46.5）
資本的収支 1,976,251 300,615（15.2） 3,026,754 1,347,249（44.5）

●表１ 一般会計の執行状況
費　目 予算現額 収入済額（執行率）

歳  入 35,486,384 16,542,911 
(46.6)

市税 12,112,524 7,201,774 (59.5)
国庫支出金 6,235,586 2,162,881 (34.7)
地方交付税 5,930,844 4,692,324 (79.1)
府支出金 3,049,656 354,764 (11.6)

市債 2,780,500 0 (  0.0)
繰入金 1,005,412 13,991 (  1.4)

使用料及び手数料 639,916 358,351 (56.0)
分担金及び負担金 314,590 155,202 (49.3)

その他 3,417,356 1,603,624 (46.9)

（単位:千円、%）
費   目 予算現額 支出済額（執行率）

歳  出 35,486,384 14,578,339 
(41.1)

民生費 16,266,069 6,827,737 (42.0)
総務費 3,691,681 1,214,198 (32.9)
衛生費 3,494,116 1,654,905 (47.4)
教育費 3,423,435 1,332,069 (38.9)
公債費 3,127,888 1,449,422 (46.3)
土木費 2,619,113 945,972 (36.1)
消防費 1,356,488 550,865 (40.6)
農林業費 444,217 121,300 (27.3)
その他 1,063,377 481,871 (45.3)

(単位:千円)
会計名 歳　入 歳　出

特別会計 26,028,199 25,724,023
国民健康保険事業 13,798,560 13,712,515

土地取得 90,333 90,333
部落有財産 7,891 7,891
介護保険 10,120,518 9,960,465

後期高齢者医療 2,010,897 1,952,819

●特別会計の決算

(単位:千円)
会計名 収　入 支　出

水道事業会計
収益的収支 2,590,228 2,417,868
資本的収支 294,936 721,942

下水道事業会計
収益的収支 3,073,315 3,080,254
資本的収支 1,731,019 2,740,071

●公営企業会計の決算

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金などの補てん財
源で補てんしました。

内
訳

公共資産
道路、公園、学校など

1,358 億 2 千万円
（△16 億 7 千万円 )

投資など
基金、積立金、出資金など

67 億7 千万円
（+1億 2 千万円）

流動資産
現金・預金、未収金など

30 億 4 千万円
（+ ７千万円）

■資産
市が保有している土地や建物、
債務返済の財源などの総額

1,456 億3 千万円
（△ 14 億 8 千万円）

■負債 361 億 1 千万円
（△ 6 億 5 千万円）

将来の世代が負担する借入金（市債）
などで、返済が必要な債務の総額

■純資産 1,095 億2 千万円
（△ 8 億 3 千万円）

現在までの世代がすでに負担し、将来の世
代が返済する必要のない正味価値の総額

指　標 河内長野市 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率※1 ー

（赤字なし） 12.43％ 20.00％

連結実質赤字比率※2 ー
（赤字なし） 17.43％ 30.00％

実質公債費比率※3 1.9％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率※4 ー
（将来負担なし） 350.0％ ー

※ 1 普通会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率。※ 2 すべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率。
※3 借金の返済額などの大きさから資金繰りの危険度をみる比率。※ 4 市が抱える負債の残高から将来財政への圧迫
度をみる比率。※ 5 企業会計の資金不足割合から経営状況の深刻度をみる比率。

●健全化判断比率

安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
て

　
今
後
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
市
税

の
減
収
が
予
想
さ
れ
る
一
方
で
、
高
齢

化
な
ど
に
よ
る
社
会
保
障
関
係
経
費
の

増
加
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
関
係

経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
限
ら
れ
た
財
源

の
範
囲
内
で
施
策
・
事
業
の
選
択
と
集

中
を
行
い
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確

立
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
定
住
・
転
入
の
促
進
や

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、歳

入
の
増
加
に
努
め
、
ま
た
、
歳
出
面
で

合計   1,456 億 3 千万円
（△ 14 億 8 千万円）

（平成 31 年３月 31 日現在・一般会計）

合計   1,456 億3 千万円
（△ 14 億 8 千万円）

公営企業会計 河内長野市 経営健全化基準

水道事業会計 ー
（資金不足なし）

20.0％下 水 道
事 業 会 計

ー
（資金不足なし）

比率が生じない場合は「ー」で表示

●資金不足比率 ※5

は
、
現
場
視
点
に
よ
る
創
意
工
夫
を

行
い
、
庁
内
・
民
間
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
施
策
・
事
業
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
市
の
発
展
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
財
政
が
健
全
に
運
営
さ
れ

て
い
る
か
の
指
標
を
表
す
財
政
健
全

化
判
断
比
率
（
下
表
）
で
は
、
い
ず

れ
の
指
標
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

●貸借対照表（バランスシート）
貸借対照表は、どのような資産を保有しているかと、その資産がどのような財源
で賄われているかを示した表です。※下記（）内は前年度比較。

公表

基金・市債・財産の状況
　市の貯金である基金、市の借金で
ある市債の状況は表４のとおりです。
市民１人当たりの基金の額は 10 万
6225 円、市債の額は 55 万 882 円で
す。なお、一時的な現金の不足には、
一般会計と各特別会計の会計相互間で
の現金運用や財政調整基金などからの
一時的な借り入れで対応しています。
また、市の財産（土地・建物）は、土
地 が 291 万 6959 ㎡、 建 物 が 26 万
1679 ㎡となっています。

一般会計・特別会計と
公営企業会計の状況
　令和元年度一般会計予算は
351 億 2231 万４千円（繰越予
算を含む）でスタートしました
が、３億 6407 万円を増額補正
し、354 億 8638 万４千円にな
りました。
　予算現額に対する執行状況は
表１のとおりです。市民１人当
たりの市税負担額（調定額）は
11 万 144 円、１世帯当たりで
は 24 万 3286 円です。
　また、令和元年度は一般会計
と分けて経理する必要のある５
つの特別会計と、公営企業とし
て水道・下水道事業会計を設け
ています。これらの執行状況は
表 2、表 3 のとおりです。

令
和
元
年
度
上
半
期

財
政
事
情
の
公
表

　

今
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
予
算
の

執
行
状
況
と
、
９
月
30
日
現
在
の
基

金
・
市
債
・
財
産(

土
地
・
建
物)

の

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
財
政
課

複式簿記・発生主義会計
による財務書類を作成

　企業などが用いる複式簿
記・発生主義会計による財
務書類（右図の貸借対照表
など）を作成しています。
このことにより、減価償却
費（資産価値の減少分）など、
従来では見えにくかったコ
ストも把握できるようにな
り、財政の透明性を高めて
います。

平成30年度主要事業と決算報告特集

相 

談

就
労

保
険
年
金

税
金

ス
ポ
ー
ツ

子
育
て

健
康

障
が
い
者

募 

集

高
齢
者

人
権

暮
ら
し

事
業
所

安
全
安
心

教
育

公
表

そ
の
他

お
知
ら
せ

催
し
・
講
座
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安
全
安
心

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練

と
き　
12
月
４
日
㈬
午
前
11
時

内
容　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の

緊
急
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）か
ら
送
ら
れ

て
く
る
緊
急
情
報
を
市
民
の
み
な

さ
ん
に
伝
え
る
た
め
、
市
内
47
か

所
の
防
災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー

に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。

�
危
機
管
理
課

交
通
事
故
を
防
ご
う

●
高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

と
飲
酒
運
転
の
根
絶
を

　
府
交
通
対
策
協
議
会
で
は
年
末

の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
は

飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

公
共
交
通
や
運
転
代
行
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
な
ど
、
交
通
安
全
を

 

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

�
都
市
計
画
課

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施

　
火
災
や
災
害
を
防
ぐ
た
め
、消
防

車
両
に
よ
る
火
災
予
防
広
報
な
ど
の

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

期
間　
12
月
１
日
㈰
～
31
日
㈫

�
消
防
署
（
☎
53
・
５
６
８
１
）

灯
油
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
の

取
り
扱
い
に
ご
注
意
を

●
事
故
防
止
の
た
め
の
注
意
点

◎
灯
油
の
保
管
に
は
専
用
の
ポ
リ

容
器
を
使
用
し
、
ガ
ソ
リ
ン
は
絶

対
に
入
れ
な
い
。

◎
保
管
は
物
置
な
ど
暗
く
て
温
度

の
低
い
場
所
で
、
雨
・
風
・
日
光

の
当
た
る
場
所
は
避
け
る
。

◎
必
要
量
以
上
は
保
管
し
な
い
。

◎
給
油
は
火
の
気
の
な
い
場
所
で

行
い
、
点
火
し
た
ま
ま
行
わ
な
い
。

◎
給
油
後
は
燃
料
タ
ン
ク
の
口
金

を
し
っ
か
り
と
締
め
る
。

◎
不
要
に
な
っ
た
灯
油
は
排
水

口
や
河
川
、
側
溝
な
ど
に
は
絶

対
に
捨
て
な
い
▽
灯
油
の
処
分

は
販
売
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
に
ご
相
談
を
。

◎
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
上
部
で
洗

濯
物
を
干
し
た
り
、
近
く
で
カ

ー
テ
ン
や
ふ
と
ん
な
ど
燃
え
や

す
い
も
の
を
使
用
し
な
い
。

◎
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
中

毒
を
防
ぐ
た
め
、
換
気
は
必
ず

行
う
。

�
予
防
課
（
☎
53
・
３
６
９
９
）

野
生
動
物
（
イ
ノ
シ
シ
な
ど
）

に
出
会
っ
た
ら

①
刺
激
し
な
い

　
棒
な
ど
を
使
っ
て
追
い
回
し

た
り
、
石
を
投
げ
た
り
し
て
野

生
動
物
を
刺
激
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
近
づ
か
な
い

　
野
生
動
物
を
見
か
け
た
ら
、

急
に
動
い
て
刺
激
し
な
い
よ
う

に
し
、
静
か
に
そ
の
場
を
立
ち

去
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
餌
を
見
せ
な
い
、
与
え
な
い

　
生
ご
み
の
放
置
な
ど
に
よ
る
野

生
動
物
の
エ
サ
場
を
作
ら
ず
、ま

た
、絶
対
に
餌
を
与
え
な
い
で
く

だ
さ
い
。

�
環
境
政
策
課

教　

育

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
高
校
・
大
学
な
ど
の
入
学
時
や

在
学
中
の
費
用
を
支
援
す
る
公
的

融
資
制
度
で
す
。

融
資
限
度
額　
子
ど
も
一
人
に
つ

き
３
５
０
万
円

利
率　
年
１
・
６
６
％
（
令
和
元

年
11
月
29
日
現
在
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
日
本
政
策
金
融
公
庫
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎

０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６
）

就
学
援
助（
小
学
校
入
学
準
備
金
）

の
早
期
支
給

●
経
済
的
に
就
学
を
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
な
人
へ

対
象　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
予
定
で
令
和
元
年
12
月
31

日
時
点
で
市
内
に
在
住
す
る
児
童

の
保
護
者
の
う
ち
次
の
①
～
③
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
平
成
30
年
度
ま
た
は
令
和
元
年

度
に
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の

停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
人

（
現
在
、生
活
保
護
法
の
適
用
に
よ

り
教
育
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
は

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②
平
成
30
年
度
ま
た
は
令
和
元
年

度
の
市
民
税
が
非
課
税
か
均
等
割

の
み
課
税
の
人
（
譲
渡
所
得
な
ど

の
損
益
通
算
に
よ
る
場
合
は
除

く
）

③
そ
の
他
特
別
な
事
情（
災
害
、死

亡
、
長
期
入
院
な
ど
）
で
援
助
を

必
要
と
す
る
人

申
請　
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
は
不

可
）
と
振
込
先
口
座
の
わ
か
る
も

の
な
ど
を
持
っ
て
12
月
９
日
～
１

月
17
日
に
教
育
総
務
課
へ

援
助
費　

４
万
６
０
０
円
程
度

（
３
月
上
旬
支
給
予
定
）

※
条
件
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
教
育
総
務
課

青
少
年
健
全
育
成
標
語

●
最
優
秀
賞
に
南
花
台
中
の
羽
田

さ
ん

　
今
年
の
青
少
年
健
全
育
成
標
語

（
応
募
総
数
３
，８
２
１
点
）の
最
優

秀
賞
に
、
羽は

ね

田だ

悠ゆ
う

人と

さ
ん
（
南
花

台
中
３
年
）
の
作
品
（
左
記
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。そ
の
他
の
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
優
秀
賞
】

赤あ
か

阪さ
か

志し

優ゆ

梨り

（
楠
小
２
年
）

西に
し

村む
ら

環か
ん

那な

（
高
向
小
４
年
）

新あ
ら

井い

大た
い

虎が

（
加
賀
田
小
５
年
）

山や
ま

口ぐ
ち

貴た
か

文ふ
み

（
川
上
小
５
年
）

吉よ
し

田だ

莉り

梢こ

（
小
山
田
小
５
年
）

小こ

林ば
や
し

康こ
う

太た（
美
加
の
台
中
２
年
）

【
佳
作
】

金か
ね

重し
げ

紗さ

和わ

（
南
花
台
小
３
年
）

片か
た

田だ

悠ゆ
う

仁と

（
天
野
小
４
年
）

内う
ち

田だ

麻ま

衣い

（
千
代
田
小
５
年
）

天あ
ま

野の

夢ゆ
め

菜な

（
千
代
田
小
６
年
）

梶か
じ

谷た
に

心し
ん

平ぺ
い

（
石
仏
小
６
年
）

田た

村む
ら

陽は
る

翔と

（
美
加
の
台
小
６
年
）

永な
が

森も
り

美も
み
じ楓
（
長
野
小
６
年
）

吉よ
し

田だ

紗す
ず

葉は

（
三
日
市
小
６
年
）

小こ

島じ
ま

玲れ
い

人と

（
加
賀
田
中
１
年
）

志し

賀が

愛あ
い

來ら

（
長
野
中
１
年
）

中ち
ゅ
う

條じ
ょ
う

心し
ん

太た

郎ろ
う

（
東
中
２
年
）

塚つ
か

原は
ら

裕ゆ
う

樹き

（
美
加
の
台
中
３
年
）

中な
か

桐ぎ
り

い
の
り
（
西
中
３
年
）

向む
か

井い

栞し
お
り

（
南
花
台
中
３
年
）

�
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
事

務
局（
地
域
教
育
推
進
課
内
、☎

54
・
０
０
０
５
）

南花台防犯ステーションが開設 10 周年
　10 月 5 日、南花台で防犯ステーション 10 周年式
典が開催され、多くの人が集まり節目を祝いました。
同ステーションはコノミヤ南花台店にあり、住民ボラ
ンティアが相談や通報などを受け付けています。代表
の坂田さんは「10 年間続けてこられたことをたいへ
ん嬉しく思います。これからも、継続していきたいで
す」と笑顔で話していました。

　市内の犯罪発生率の低さは、過去５年間の集
計で府内 33 市のうち１位となっています。こ
れは市民のみなさんによる見守り活動や青色防
犯パトロール活動、防犯カメラの設置、特殊詐
欺被害防止の通話録音装置の貸出、地域の交
番などの取り組みによるものです。今後もまち
全体で犯罪を防ぎましょう。

河内長野市は
安心♥安全
のまち

南花台防犯協力隊が受賞
　10 月 11 日、南花台防犯協力隊が内閣総理大臣
賞を受賞し、10 月 15 日、市長に報告に訪れました。
これは毎日の地道な見守り・防犯活動の取り組みが
認められたものです。隊員の野口さん、今

い ま

須
ず

さんは
「今回の受賞はたいへん光栄です。子どもたちを見
守ることで、こちらも元気をもらっています」と笑
顔で話していました。

河内長野防犯協議会が受賞
　９月 26 日、河内長野防犯協議会が公益財団法
人防犯協会連合会の功労ボランティア団体賞を受
賞し、10 月 15 日、市長に報告に訪れました。こ
れは市内での自主防犯活動が認められたもので、
会長の上奥さんは「今回の受賞を励みに、さらに
きめ細かく、防犯活動に取り組んでいきたい」と
話していました。
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南花台モビリティ「クルクル」が走り出します

「のりあい」から「ふれあい」へ。天野山金剛寺と摩尼院が
国指定重要文化財に

４施設でネーミングライツ
パートナーの優先候補者を決定

　
10
月
18
日
開
催
の
文
化
審
議

会
に
お
い
て
、
天
野
山
金
剛
寺
、

摩ま

尼に

院い
ん

の
建
造
物
群
が
重
要
文

化
財
候
補
と
し
て
答
申
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
市
内
の

国
指
定
文
化
財
は
国
宝
8
件
、

重
要
文
化
財
77
件
に
な
り
ま
す
。

※
摩
尼
院
に
つ
い
て
は
表
門
と

築つ
い

地じ

塀べ
い

が
追
加
指
定
の
た
め
件

数
に
変
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
文
化
財
保
護
課

　７月からネーミングライツパート
ナー（愛称の命名権者）の募集を開始
した市有施設のうち、応募があった
４施設の優先候補者が、市内で事業
活動を行う３事業者に決定しました。
　これは、市有施設を有効に活用し、
新たな財源の確保や施設利用者への
サービスの維持・向上を図ることを
目的として実施するもので、本市で
は初の取り組みとなります。
　今後、各優先候補者と契約内容の
協議を行い、各施設の契約の開始に
合わせて、施設名の表示変更などを
順次進めていきます。
※他の市有施設では、引き続き同パートナ
ーを募集しています。対象施設など詳しく
は市ホームページをご覧ください。
�各施設所管課または資産活用課

●ラブリーホールクリスマスイルミネーション2019
点灯期間　12月1日㈰～25日㈬ 午後５時～11時
�ラブリーホール（☎56-6100）
●寺ケ池公園クリスマスイルミネーション＆パーティー
　寺ケ池公園メインエリアを中心にイルミネーションを
点灯します。期間中に演奏会やダンスなどのイベントも
開催します。
とき　12月１日㈰～25日㈬ 午後５時～９時
※詳細はホームページをご覧ください。
�公園緑化協会 (☎56-1155 )

天野山金剛寺 文化財建造物群
五仏堂、薬師堂、護

ご

摩
ま

堂
どう

、法
ほう

具
ぐ

蔵
ぐら

、開山堂など江戸時代中期までに建立された建物
が群をなして維持されており、往時の景観を現在に伝える数少ない事例である。

天野山金剛寺 摩尼院
室町時代前期には南朝の後村上天皇の行

あ ん

宮
ぐ う

が置
かれ、古記録にも名を残す有力な子院のひとつ 。

※❶❹は12月中、❷❸は来年４月に愛称の使用を開始する予定です。

12/1sun
▶25wed

施設名 愛称 優先候補者 施設所管課

❶ 図書館
河内長野市立図書館

Supported by TONE（株） 図書館
（☎52-6933）

❷ 福祉センター錦渓苑 キタバ錦渓苑 （株）せいき 高齢福祉課

❸
小山田コミュニティ
センター・小山田
地域福祉センター
（あやたホール）

キタバあやたホール （株）せいき 自治協働課
高齢福祉課

❹ 河内長野駅前
歩行者デッキ

高学館パートナーズ
連絡橋

（株）KGK
エデュケーショナル 道路課

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
高
齢
者
の
移
動
支
援
や
免
許

返
納
へ
の
不
安
解
消
を
図
る
た
め
、

市
・
府
、市
社
会
福
祉
協
議
会
、南

花
台
自
治
協
議
会
な
ど
が
連
携
し

て
、
南
花
台
で
新
た
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
の
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

　
将
来
、
他
の
地
域
で
も
活
用
で

き
る
よ
う
仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

●
電
動
カ
ー
ト
で
低
速
走
行

　
カ
ー
ト
は
時
速
10
キ
ロ
程
度
で

同
地
区
内
を
走
行
し
ま
す
。
車
な

ど
で
付
近
を
走
行
さ
れ
る
際
は
ご

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
多
世
代
で
乗
車
可
能

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で

も
利
用
で
き
、
指
定
場
所
に
出
向

き
ま
す
。
利
用
時
は
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
乗
車
に
は
事
前
登
録
が
必
要

　
登
録
方
法
な
ど
の
詳
細
は
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
咲
っ
く
南

花
台
ド
ッ
ト
コ
ム
」で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
住
民
主
体
で
運
営

　
カ
ー
ト
の
運
転
や
予
約
受
付
、

広
報
活
動
な
ど
は
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
行
い
ま
す
。

●
出
発
式
・
試
乗
会
を
開
催

と
き　
12
月
７
日
㈯
午
後
３
時

～
４
時

と
こ
ろ　
コ
ノ
ミ
ヤ
南
花
台
店

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
終
了
後

～
午
後
５
時
ま
で
、
そ
の
場
で

事
前
登
録
が
で
き
ま
す
。

�
政
策
企
画
課

乗ると楽しく便利なモビリティを目指し、住民主体で運行。
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❶職員の任免および職員数に関する状況
⑴部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

⑵職員給与費の状況（平成 31 年度普通会計予算）
職員数
（A）

給　与　費 職員１人当たり
（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

579 人 2,080,203 
千円

387,396 
千円

890,656 
千円

3,398,305 
千円

5,869
千円

�職員手当には退職手当を含みません。

⑵採用・退職の状況（平成 30 年度）
採　用 32 人
退　職 49 人

�採用・退職は、任期付職員、大阪府などからの派遣職員
やフルタイム勤務の再任用職員を含みます。

❷職員給与の状況
⑴人件費の状況（平成 30 年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

歳出総額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
（B/A）

（参考）平成29
年度人件費率

平成 31年 1月1日 
105,924 人

33,698,702 
千円

226 
千円

6,099,853 
千円 18.1％ 17.8%

�人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

⑶職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

43.4 歳 321,320
円

352,207
円 56.0 歳 354,813

円
384,846

円
�平均給与月額は、基本給月額（給料＋扶養手当＋地域手当）です。

⑷職員の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
区分 初任給 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒 187,200 円 260,033 円 317,913 円 360,509 円

短大卒 170,100 円 － 282,000 円 337,200 円

高校卒 158,300 円 － － －
�経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務し

ている場合は採用後の年数をいうものです。

⑸ラスパイレス指数の状況
区分 平成 25

年度
平成 26

年度
平成 27

年度
平成 28

年度
平成 29

年度
平成 30

年度

河内長野市 102.8 
(94.9) 94.5 97.7 97.6 99.5 99.4

府内市平均
（政令市除く）

105.5 
(97.5) 97.5 99.0 99.0 99.1 99.3 

（注 1）この表は、各年４月１日現在の一般行政職の職員の
給料について、国家公務員を 100とした場合の比較です。

（注 2）平成 25 年度の（ ）の数値については、国家公務員
の時限的な給与改定特例法による措置が無いとした場合
の参考値です。

⑹職員手当の状況
区分 河内長野市 国
期
末・勤
勉
手
当

（平成 30 年度支給割合） （平成 30 年度支給割合）
期末 勤勉 期末 勤勉

6 月期 1.225 月分 0.9 月分 6 月期 1.225 月分 0.9 月分
12 月期 1.375 月分 0.95 月分 12 月期 1.375 月分 0.95 月分

計 2.6 月分 1.85 月分 計 2.6 月分 1.85 月分
区分 内　　　容
扶
養
手
当

子…月額 10,000 円
その他の扶養親族…月額 6,500 円（部長級の職員は月額
3,500 円）※満 16 歳の年度当初から満 22 歳の年度末
までの子がいる人は 1人につき月額 5,000 円を加算。	

住居
手当 借家…家賃に応じて月額 0 円〜 27,000 円
通
勤
手
当

通勤距離片道２㌔以上の職員に支給
交通機関利用者…６か月定期券相当額を支給
自動車等利用者…距離に応じて月額 2,000 円〜 31,600 円

⑺特別職の報酬の状況
区分 内容 区分 内容

給料
月額

市　長　700,000 円
副市長　747,000 円
教育長　657,000 円

議員報
酬月額

議　長　660,000 円
副議長　610,000 円
議　員　570,000 円

期末
手当

（平成30 年度支給割合）
市　長　　4.45 月分
副市長　　4.45 月分
教育長　　4.45 月分

期末
手当

（平成30 年度支給割合）
議　長　　4.45 月分
副議長　　4.45 月分
議　員　　4.45 月分 

( 注 1) 平成 28 年 8 月 3 日から令和２年 8 月 2 日まで、特別
職の給与月額は、条例本則の金額から市長は 30％、副市長お
よび教育長は 10％を減額しています。
( 注 2) 平成 30 年 4 月 1日から平成 31 年 4 月 1日まで教育
長は不在です。
⑻一般職員の級別分布数の状況

区分 ８級 ７級 ６級 ５級
標準的な
職務内容 部長級 副理事級 課長級 課長補佐級
職員数 21 人 2 人 63 人 107 人
構成比 3.4% 0.3% 10.2% 17.2%
区分 ４級 ３級 ２級 １級 計

標準的な
職務内容 係長級 副主査級 一般職員 一般職員
職員数 201 人 143 人 49 人 35 人 621 人
構成比 32.4% 23.0% 7.9% 5.6% 100.0%

❸職員の勤務条件の状況
勤
務
時
間

な
ど

本庁などの場合
月〜金曜日（祝休日と年末年始を除く）
勤務時間＝午前９時〜午後５時 30 分（うち休憩時
間 45 分）

年
次
休
暇

制　度　概　要 平均取得日数
１年につき 20 日付与
現年付与分のみ翌年への繰越可能

（平成30 年）
10.9 日

主
な
特
別
休
暇

休暇の種類 付　与　日　数
結婚休暇 連続７日以内
妻の出産休暇 ５日以内
男性職員育児休暇 ５日以内
忌引休暇 続柄による（父母・配偶者は７日以内など）
夏季休暇 ７日以内
子の看護休暇 ５日以内（対象となる子が２人

以上の場合は 10 日以内）
ボランティア休暇 ５日以内

❺分限・懲戒処分の状況（平成 30 年度）
処分の種類 処分者数
分限処分 ９人
懲戒処分 ０人

❻公平委員会における業務の状況（平成 30 年度）
業務の種類 件数

職員の勤務条件に関する措置の要求の状況 ０件

職員に対する不利益な処分の不服申立ての状況 ０件

❽主な研修の状況（平成 30 年度）
研修区分 主な内容 実施件数 受講人数

階層別研修 課題解決、部下育成、地方自
治法など 14 件 402 人

特別研修 人権、コンプライアンス、男
女共同参画など 20 件 2079 人

中部合同
研修

新規採用職員、新任課長、新
任係長、民法など 10 件 59 人

派遣研修 マッセ OSAKA 主催研修、
自治大学校派遣研修など 51 件 102 人

❹休業の状況（平成 30 年度）
種類 主な内容 人数

育児休業 ３歳未満の子を養育するための休業（無
給）

11人 
（７）

部分休業
未就学の子を養育するため、30 分を単位
とする、始業から、または終業までの連
続した２時間以内の休業（無給）

４人 
（３）

介護休暇 配偶者などで日常生活を営むのに支障の
ある者の介護をするための休業（無給） ０人

�（　）内は、平成 29 年度以前から引き続き取得してい
る者の人数です。

❾福利厚生などの状況（平成 30 年度）

地方公共団体は、地方公務員法により、職員の福利厚
生の計画の策定、実施を義務付けられており、河内長
野市職員厚生会において福利厚生事業を行っています。
なお、市から職員厚生会への補助金などはありません。

⑶職員の人事評価の状況（平成 30 年度）
評価ランク 特に良好 良好（標準） やや良好でない 良好でない

計
点数範囲 90 点以上 90 点未満

65 点以上
65 点未満
60 点以上 60 点未満

職員数 4 人 634 人 2 人 5 人 645人

分布割合 0.6% 98.3% 0.3% 0.8% －
（注 1）評価ランクは人事評価の評価結果を 100 点満点換

算したものです。
（注 2）人事評価の対象者は、一般職の職員（フルタイムお

よび短時間勤務の再任用職員、任期付職員を含みます）
です。また、評価基準日（１月１日）における対象年度
の勤務期間が３か月未満である職員は除きます。

（注 3）分布割合は、小数点第２位を四捨五入しています。

❼職員の退職管理の状況（平成 30 年度）・再就職状況
再就職の届出件数 （参考）平成 29 年度に退職

した課長級以上の職員数

市長部局 − 10

市消防本部 − −
�市長部局には、他の任命権者（市議会議長・教育委員会・
　固定資産評価審査委員会・選挙管理委員会・農業委員会・
　代表監査委員）を含みます。

部門 区分 職員数 対前年
増減数

平成30 〜31 年の職員数増減状況
Ｈ３1 年 Ｈ 30 年 増 減 主な増減理由

一般
行政

議会 5 5 0 0 0

総務 114 116 △ 2 2 4
選挙・危機管理業務の体制強
化による増、機構改革・再任用
短時間化・異動不補充による減

税務 38 37 1 1 0 欠員補充による増

民生 87 77 10 15 5
異動・退職不補充による
減、機構改革・生活保護
業務体制強化による増

衛生 46 45 1 1 0 保健センター移転に伴
う体制強化による増

労働 2 2 0 0 0
農林水産 14 17 △ 3 0 3 異動不補充・事務移管による減

商工 12 12 0 1 1 商工業務体制強化による
増、異動不補充による減

土木 40 41 △ 1 1 2 市資産管理業務の体制強化
による増、機構改革による減

小計 358 352 6 - -

特別
行政

教育 67 81 △14 3 17 体制強化による増、機構改革・再任
用短時間化・退職不補充による減

消防 117 117 0 0 0
小計 184 198 △14 - -

合　計 542 550 △ 8 - -

公営
企業
等

会計

水道 21 21 0 0 0
下水道 19 22 △ 3 0 3 退職・異動不補充による減
その他 39 39 0 0 0
小計 79 82 △ 3 - -

総合計 621 632 △ 11 - -
�職員数は一般職に属する職員であり、地方公務員の身分
　を保有する休職者、派遣職員などを含み、小中学校教職  
   員、臨時または非常勤職員を除いています。

人事行政の運営等の状況
　市職員の給与や職員数、勤務条件などの人
事行政運営などの状況について、市民のみな
さんに広くその内容を理解していただくため、
次のとおりお知らせします。
　表の内容で、年度・日付の表示のないもの
は平成 31 年 4 月 1 日現在です。
�人事課

公表

相 

談

就
労

保
険
年
金

税
金

ス
ポ
ー
ツ

子
育
て

健
康

障
が
い
者

募 

集

高
齢
者

人
権

暮
ら
し

事
業
所

安
全
安
心

教
育

公
表

そ
の
他

お
知
ら
せ

催
し
・
講
座
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道の駅 奥河内くろまろ
の郷に隣接する収穫体
験農園「くろまろファー

ム」で、汐の宮保育園の園児たち
約 30 人が芋ほり体験を行いまし
た。さわやかな秋空の下、スコッ
プを使って土を掘り、茎を力強く
引っ張ってさつま芋を収穫しまし
た。大きな芋がとれるたびに園児
からは大歓声があがっていました。

秋の実りを元気に収穫
くろまろファームで秋の芋ほり体験

10
28

KAWA
CHINAGANO CITY

秋の火災予防運動の一環で、市内で
撮影された映画「鬼ガール !!」主演女
優の井

い

頭
がしら

愛
ま な

海
み

さんが一日消防署長を
務めました。この日は幼年消防クラブ（清教学
園幼稚園）による防火パレード、園児たちによ
る防火の誓い、消防救助訓練、消防車両の見学、
ＶＲ初期消火体験などが行われ、井頭さんは実
際にホースを使った放水訓練や、はしご車で地
上 35m を体験するなど、集まった観覧者に火災
予防への再認識を呼びかけました。

火災予防の意識を高める
秋の火災予防運動

11
５

河内長野駅から三日市町駅にかけて開催され
た高野街道まつり。スタンプラリーやこどもフ
リーマーケット、日野地区獅子舞、宿場市な

どたくさんの催しが行われ、高野街道がにぎわいをみせ
ました。また、リアルロールプレイングゲームや甲冑コス
プレ体験ができる「ぐるっとまちじゅう博物館」も同時
開催され、参加した親子は「普段できない経験で楽しく
過ごせました」と話していました。

いにしえの道をたどる
高野街道まつり＆ぐるっとまちじゅう博物館 2019

10
27

消防本部屋外訓練場で、市内 14 事業所の
自衛消防隊による視閲式と消火技術錬成会
が開催されました。この日は各事業所から

約75人が参加。自衛消防隊の分列行進からはじまり、
屋内消火栓競技や消火器競技などが行われ、日ごろ
の訓練の成果を披露していました。参加者たちは「い
ざという時のために訓練しているので、その成果が
発揮できてよかった。これからも有事に対応できる
よう訓練していきたい」と話していました。

備えあれば憂いなし
自衛消防隊部会視閲式・消火技術錬成会

10
16

８月に開催された全日本女子学童軟式野球
大会で、大阪ベストガールズが優勝し、選
手の加賀田小学校６年生の中浦麻

ま

暖
の

さん
（写真右）と、高向小学校５年生の村上琉

る

梨
り

さん（写
真左）が市長に報告に訪れました。同チームは全国
から 42 チームが出場する中で激戦を勝ち抜き、み
ごと日本一に輝きました。「日ごろの練習の成果を充
分に発揮することができました」といきいきとした
眼差しで語っていました。

目標は野球女子世界一！
大阪ベストガールズが市長訪問

10
24




